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Ａ
爾
育
成
の
学
校
轟
識

嘉
永
六

（
一
人
五
三
）
年
、
マ
シ

ュ
ー

・
ペ
リ
ー
を
司
令
長
官
と
す
る

四
隻
の
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
が
浦
賀
に

来
航
し
、
鎖
国
を
し
て
い
た
日
本
に

開
国
を
要
求
し
ま
し
た
。
黒
船
の
来

航
で
す
。
狼
狽
し
た
幕
府
は
将
軍
の

病
気
を
理
由
に
返
答
の
猶
予
を
要
求

し
た
た
め
、
艦
隊
は

一
旦
退
去
し
ま

す
が
、
半
年
が
経
過
し
た
翌
年
、
九

隻
の
軍
艦
で
再
度
来
航
し
た
結
果
、

日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
後
、
日
蘭
、
日
露
、
日
英
、

日
仏
の
和
親
条
約
も
次
々
と
締
結
さ

れ
、
二
五
〇
年
の
鎖
国
が
終
了
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
か
ら
、
世
界
の

情
勢
を
把
握
す
る
必
要
を
痛
感
し
た

幕
府
は
文
久
元

（
一
八
六
二
）
年
に

榎
本
武
揚
な
ど
七
名
を
オ
ラ
ン
ダ
に

留
学
さ
せ
ま
す
。
同
様
に
事
態
を
憂

慮
し
た
長
州
は
翌
年
に
五
名
の
藩
士
、

薩
摩
は
慶
応
元

（六
五
）
年
に

一
九

名
の
藩
士
を
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
し
ま

す
。
当
時
は
外
国
へ
の
渡
航
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
密
航
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
大
半
は
、
当

初
、
外
人
を
排
斥
す
る
攘
夷
論
派
で

し
た
が
、
西
欧
と
の
格
差
を
現
地
で

見
聞
し
て
開
国
論
派
に
転
向
し
ま
す
。

密
航
を
経
験
し
た
長
州
の
伊
藤
博

文
、
井
上
聞
多
、
山
尾
庸
三
、
薩
摩

の
森
有
礼
、
五
代
友
厚
、
寺
島
宗
則

な
ど
が
明
治
政
府
で
重
要
な
活
躍
を

し
ま
す
が
、
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
列

強
と
い
わ
れ
た
西
欧
諸
国
に
対
抗
で

き
る
国
力
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
そ

の
た
め
に
は
先
進
諸
国
か
ら
教
師
と

な
る
人
材
を
招
聘
す
る
こ
と
で
し
た
。

御
雇
外
国
人
で
す
。
統
計
の
あ
る

一

八
七
二
年
か
ら
九

八
年
ま
で
の
二
七

年
間
で
、
政
府
の

雇
用
が
約
六
二
〇

〇
人
、
民
間
の
雇

用
が
約

一
万
二
五

〇
〇
人
に
な
っ
て

い
ま
す

（図
１
）。

そ
の
範
囲
は
外

交
、
法
律
、
軍
事
、

教
育
、
芸
術
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
広
範

で
す
が
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
の

は
技
術
で
し
た
。
そ
れ
は
明
治
七
（
一

人
七
四
）
年
の
官
庁
単
位
で
の
雇
用

の
内
訳
に
明
瞭
に
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
の
約
四
五
％
を
工
部
省
が

雇
用
し
て
い
る
の
で
す
。
（図
２
）。

西
欧
社
会
と
比
較
す
る
と
出
遅
れ
て

い
る
鉄
道
、
道
路
、
電
信
、
灯
台
な

ど
近
代
社
会
の
基
盤
整
備
と
、
造
船
、

製
鉄
、
鉱
山
な
ど
近
代
産
業
の
育
成

が
明
治
政
府
の
急
務
で
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

こ
壺
ッ
許
ラ
ン
籍
が
ら

籍
鰊
老
轟
議

こ
の
技
術
の
分
野
で
、
も
う
ひ
と

つ
重
視
さ
れ
た
の
が
自
前
の
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
登

場
し
た
の
が
、
工
部
省
が
創
設
し
た

工
学
寮
で
す
。
前
号
で
紹
介
し
た
田

邊
朔
郎
が
勉
強
し
た
学
校
で
す
。
す

で
に
明
治
元
年
に
は
文
部
省
が
明
治

維
新
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
幕
府

の
教
育
機
関
で
あ
っ
た
開
成
校
を
接

収
し
て
開
成
学
校
を
設
立
、
翌
年
に

は
兵
部
省
が
陸
軍
士
官
学
校
の
前
身

と
な
る
兵
学
寮
を
創
設
し
て
い
ま
し

た
が
、
工
学
教
育
を
専
門
と
す
る
教

育
機
関
を
目
指
し
た
の
が
工
学
寮
で

す
。明

治
三

（
一
八
七
〇
）
年
の
工
部

省
発
足
と
と
も
に
工
部
卿
に
就
任
し

た
伊
藤
博
文
は
密
航
仲
間
で
あ
っ
た

同
郷
の
山
尾
庸
三
と
と
も
に

「
工
部

学
校
建
設
の
建
議
」
を
太
政
官
に
提

出
し
ま
す
。
そ
の
指
揮
を
と
る
人
物

の
斡
旋
に
つ
い
て
、
伊
藤
博
文
は
岩

倉
使
節
団
の
副
使
と
し
て
ロ
ン
ド
ン

を
訪
問
し
た
と
き
、
か
つ
て
密
航
の

手
配
を
し
て
く
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ジ

ヤ
ー
デ
イ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
に
依

頼
し
ま
す
。
そ
こ
で
商
会
が
推
薦
し

た
の
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
を
卒
業
し

た
ば
か
り
の
ヘ
ン
リ
ー

・
ダ
イ
ア
ー

で
し
た
。

一
九
二
六
年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
の
正

式
国
名
は
ュ
ナ
イ
テ
ッ
ド

・
キ
ン
グ

ダ
ム

・
オ
ブ

・
グ
レ
ー
ト

・
プ
リ
テ

ン
・
ア
ン
ド

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

（連

合
王
国
）
で
す
が
、
こ
れ
は
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
王
国
が

一
三
世
紀
に
ウ
ェ
ー

ル
ズ
公
国
、　
一
人
世
紀
に
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
王
国
、　
一
九
世
紀
初
頭
に
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
王
国
を
併
合
し
て
成
立

し
た
国
家
に
出
来
し
ま
す
。
民
族
も

言
語
も
相
違
し
た
王
国
の
連
合
国
家

で
、
最
近
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
独

立
の
是
非
に
つ
い
て
国
民
投
票
が
実

施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な

背
景
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都
は
エ
デ

イ
ン
バ
ラ
で
す
が
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
は

人
口
最
大
の
都
市
で
、
そ
こ
に

一
五

世
紀
中
期
に
創
設
さ
れ
た
大
学
が
グ

ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
す
。
文
系
で
は
「国

富
論
」
の
著
者
ア
ダ
ム
・ス
ミ
ス
、
「金

枝
編
」
の
著
者
ジ
エ
ー
ム
ズ

・
フ
レ

ー
ザ
ー
、
理
系
で
は
蒸
気
機
関
を
改

良
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ

。
ヮ
ッ
ト
、
絶

対
温
度
の
概
念
を
発
明
し
た
ウ
ィ
リ

ア
ム

・
ト
ム
ソ
ン
な
ど
著
名
な
人
物

が
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、
製
鉄
、
造

船
、
鉄
道
な
ど
産
業
革
命
を
推
進
し

た
技
術
の
中
枢
に
あ
っ
た
大
学
で
す
。

ダ
イ
ア
ー
が
在
学
し
た
時
期
、
グ

ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
巨
星
は
、
卒
業
こ

そ
エ
デ
イ
ン
バ
ラ
大
学
で
す
が
、
蒸

気
機
関
の
基
礎
理
論
で
あ
る
ラ
ン
キ

ン
・
サ
イ
ク
ル
を
発
明
し
た
ウ
ィ
リ

ア
ム

・
ラ
ン
キ
ン
教
授
で
し
た
。
そ

の
ラ
ン
キ
ン
教
授
に
ジ
ャ
ー
デ
ィ

ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
が
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
推
薦
さ
れ
た
の
が
ダ
イ
ア
ー

で
し
た
。
ダ
イ
ア
ー
は
最
初
ア
ン
ダ

ー
ソ
ン
・
カ
レ
ツ
ジ
の
夜
学
で
勉
強

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
留
学
し
て
い
た
山
尾
も

通
学
し
て
お
り
、
日
本
で
再
会
す
る

と
い
う
奇
縁
も
あ
り
ま
し
た
。

■
議
大
学
毅
で
券

教
育
甕
嬢

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
機
械
工
学
と

土
木
工
学
を
勉
強
し
た
ダ
イ
ア
ー
は

卒
業
直
後
に
恩
師
ラ
ン
キ
ン
教
授
か

ら
新
生
日
本
の
技
術
教
育
の
た
め
派

遣
さ
れ
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
、
弱
冠
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本
は
世
紀
を
跨
ぎ
人
心
を
煽
り

つ
づ
け
る

波
乱
万
丈
の
２０
世
紀
の
「時
代
の
空
気
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
る
」
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本

の
数
々
。
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
著
者
が

１
９
０
１
年
か
ら
丹
念

に
調
べ
上
げ
、
作

品
の
特
徴
や
時
代
背
景
な
ど
を
読
み
解
く
。
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二
五
歳
の

一
八
七
三
年
に
イ
ギ
リ
ス

南
部
の
港
湾
都
市
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
を

出
発
し
ま
す
。
教
師
は
土
木
を
担
当

す
る
ダ
イ
ア
ー
以
外
に
、
物
理
の
ウ

ィ
リ
ア
ム

・
エ
ア
ト
ン
、
化
学
の
エ

ド
ワ
ー
ド

・
ダ
イ
バ
ー
ス
、
冶
金
の

エ
ド
ワ
ー
ド

・
モ
ン
デ
イ
、
建
築
の

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
、
鉱
山
の

ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
な
ど
で
し
た
。

こ
れ
ら
教
師
へ
の
明
治
政
府
の
期

待
は
支
払

っ
た
月
給
に
反
映
し
て
い

ま
す
。
ダ
イ
ア
ー
は
六
六
〇
円
、
エ

ア
ト
ン
は
五
〇
〇
円
、
コ
ン
ド
ル
が

三
五
〇
円
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
貨
幣
価
値
へ
の
換
算
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
総
理

大
臣
に
相
当
す
る
太
政
大
臣
三
条
賓

美
の
月
給
八
〇
０
円
を
現
在
の
総
理

大
臣
の
月
給
二
四
０
万
円
と
比
較
し

て
計
算
す
る
と
、
ダ
イ
ア
ー
の
月
給

が
二
〇
〇
万
円
、
エ
ア
ト
ン
が

一
五

〇
万
円
、
コ
ン
ド
ル
が

一
〇
〇
万
円

に
相
当
し
ま
す

（図
３
）。

い
よ
い
よ

一
人
七
五
年
に
授
業
が

開
始
さ
れ
、
七
七
年
に
は
工
部
大
学

校
に
改
称
さ
れ
、
都
心
の
千
代
田
区

霞
ケ
関
三
丁
目
に
壮
麗
な
校
舎
が
完

成
し
ま
す

（図
４
）。
七
八
年
七
月

一
五
日
に
明
治
天
皇
の
臨
席
の
も
と
、

内
務
卿
伊
藤
博
文
、
工
部
大
学
校
長

大
鳥
圭
介
が
出
席
し
て
開
校
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
ダ
イ

ア
ー
の
答
辞
は

「貴
国
無
限
の
物
産

に
因
っ
て
公
衆
の
便
益
を
興
す
べ
き

工
師
を
教
育
し

（中
略
）
公
私
の
工

事
を
管
理
し
、
後
進
の
先
導
と
な
り

貴
国
歴
史
に
新
彩
を
添
う
る
人
材
を

輩
出
す
る
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

こ
の
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

ダ
イ
ア
ー
が
目
指
し
て
い
た
教
育
は

実
学
で
し
た
。
こ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
教
育
の
特
徴
で
も
あ
る

「
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
思
想
」
で
、
明
治
政
府

の
期
待
に
も
合
致
す
る
目
標
で
し
た
。

明
治
政
府
は
自
国
の
目
標
に
類
似
す

る
最
適
の
国
家
を
中
心
に
御
雇
外
国

人
を
雇
用
し
て
い
ま
し
た
。
要
約

す
れ
ば
、
外
交
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ

リ
ス
、
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
、
海
軍
は

イ
ギ
リ
ス
、
教
育
は
ド
イ
ツ
、
工
学

は
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
各
省
の
内
訳
で
明
瞭
で

す

（図
５
）。

ダ
イ
ア
ー
は
五
年
の
契
約
期
限
を

延
長
し
て
八
二
年
六
月

一
日
に
辞
職

し
て
帰
国
す
る
ま
で
足
掛
け

一
〇
年

間
、
滞
在
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本

の
学
生
が
熱
心
に
勉
強
し
、
優
秀
な

成
績
で
次
々
と
卒
業
し
て
い
く
こ
と

に
感
動
し
た
こ
と
が
第

一
の
理
由
で

す
。
合
計
二

一
一
名
が
卒
業
し
ま
す

が
、
建
築
の
辰
野
金
吾
、
片
山
東
熊
、

化
学
の
高
峰
譲
吉
、
下
瀬
雅
允
、
土

木
の
石
橋
絢
彦
、
日
邊
朔
郎
、
渡
辺

嘉

一
、
電
気
の
志
田
林
三
郎
、
藤
岡

市
助
な
ど
、
日
本
の
産
業
の
基
礎
を

構
築
し
た
人
々
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

第
二
の
理
由
は
日
本
が
自
由
民
主

の
気
風
を
も
つ
東
洋
の
イ
ギ
リ
ス
と

し
て
成
長
し
て
は
し
い
と
い
う
願
望

で
し
た
。
そ
れ
を
表
明
し
た
の
が
、

帰
国
し
て
か
ら
執
筆
し
、　
一
九
〇
四

年
に
出
版
し
た

『大
日
本
』
と
い
う

大
部
の
著
書
で
す
。
こ
こ
に
は
日
本

の
歴
史
、
精
神
、
教
育
、
軍
事
、
交
通
、

通
信
、
産
業
、
貿
易
、
財
政
、
外
交

な
ど
に
つ
い
て
百
科
事
典
の
よ
う
な

解
説
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
書
物

の
副
題
が

「東
洋
の
イ
ギ
リ
ス
」
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
自
身
の
日
本

へ
の
期
待
を
表
現
し
た
書
物
で
す
。

そ
こ
で
追
求
し
た
の
は
、
日
本
の

若
者
が
必
死
で
勉
強
す
る
理
由
の
解

明
で
し
た
。
当
時
の
世
界
最
高
の
大

学
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
ダ
イ

ア
ー
の
心
境
は
東
洋
の
発
展
途
上
の

島
国
に
赴
任
す
る
と
い
う
程
度
の
気

持
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
見
事
に
裏
切
る
よ
う
な

学
生
の
熱
意
の
本
質
を
解
明
し
た
か

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
の

は

「欧
米
の
科
学
、
工
業
、
商
業
を

導
入
し
よ
う
と
決
意
し
た
動
機
を
可

能
な
か
ぎ
り
追
求
し
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

そ
の
回
答
を
ダ
イ
ア
ー
は
新
渡
戸

稲
造
が

一
九
〇
〇
年
に
英
文
で
出
版

し
た

『武
士
道
』
に
発
見
し
て
引
用

し
て
い
ま
す
。
只
明
治
維
新
の
よ
う

な
）

一
人
事
業
を
推
進
す
る
動
機
と

な
っ
た
の
は
、
物
質
資
源
の
開
発
や

国
富
の
増
進
で
は
な
い
、
ま
し
て
や

西
洋
の
習
慣
の
間
雲
な
模
倣
を
追
求

で
も
な
い
。
（安
政
不
平
等
条
約
を

締
結
し
て
）
劣
等
国
と
し
て
見
下
さ

れ
る
こ
と
は
耐
え
が
た
い
と
い
う
名

誉
を
重
ん
じ
る
気
持
こ
そ
が
最
大
の

動
機
で
あ
る
」。
こ
の
名
誉
こ
そ
が

ダ
イ
ア
ー
が
確
信
し
た
回
答
だ
っ
た

の
で
す
。

『大
日
本
』
の
原
稿
が
完
成
し
た

直
後
の
一
九
〇
四
年
二
月
に
日
露
戦

争
が
勃
発
し
、
ダ
イ
ア
ー
は
急
速

「補

遺
―
日
露
戦
争
の
勃
発
」
を
追
加
し

て
い
ま
す
。
自
身
が

一
〇
年
間
も
指

導
し
た
日
本
へ
の
愛
着
を
割
引
い
て

も
、
日
本
が
勝
利
す
る
こ
と
を
表
明

し
、
そ
の
理
由
と
し
て
日
本
の
将
官

が
将
棋
の
指
手
の
よ
う
に
戦
略
を
熟

考
し
て
い
る
こ
と
を
賞
賛
す
る
と
と

も
に
、
日
本
国
民
の
愛
国
の
精
神
が

技
術
や
戦
略
以
上
に
勝
利
に
貢
献
す

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
『武

士
道
』
か
ら
の
引
用
と
共
通
す
る
見

解
で
す
。

現
在
の
日
本
に
は
、
こ
の
精
神
が

欠
如
し
て
い
る
と
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

世
界
の
研
究
機
関
が
共
同
で
実
施
す

る
調
査
に

「戦
争
が
発
生
し
た
ら
自

国
の
た
め
に
参
戦
す
る
か
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は
最
下

位
で

一
五
％
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん

（図
６
）Ｌ
戦
争
の
是
非
は
と
も
か
く

残
念
な
数
字
で
す
。
映
画

『ラ
ス
ト
・

サ
ム
ラ
イ
』
は

「
日
本
は

一
握
り
の

勇
者
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
彼
等
が
生
命
を
か
け
て
ま
も

つ
た
も
の
は
、
現
在
で
は
忘
却
さ
れ

つ
つ
あ
る
言
葉

。
名
誉
」
と
い
う
言

葉
で
開
幕
し
ま
す
。

羅

簑

蒻

懇

す

へ
き

讐
イ

ア
…

日
本
政
府
は
ダ
イ
ア
ー
が
帰
国
す

る
と
き
に
勲
二
等
を
授
与
し
て
い
ま

す
が
、
札
幌
農
学
校
に
一
年
も
滞
在

し
な
か
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ク
ラ
ー

ク
に
比
較
し
て
、　
一
般
に
周
知
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
伊
藤
博
文
が

岩
倉
使
節
団
の
副
使
と
し
て

一
八
七

二
年
に
ド
イ
ツ
帝
国
で
ビ
ス
マ
ル
ク

宰
相
に
会
見
し
て
感
激
し
、
さ
ら
に

ビ
ス
マ
ル
ク
の
指
南
を
し
て
い
た
ロ

レ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ス
タ
イ
ン
教
授

に
八
二
年
に
面
会
し
て
感
化
さ
れ
、

教
育
方
針
を
イ
ギ
リ
ス
方
式
か
ら
ド

イ
ツ
方
式
に
変
更
し
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ア
ー
は
更
新
し
た
契
約
の
終

了
よ
り

一
年
前
の
八
二
年
に
辞
任
し

て
帰
国
し
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は

明
治

一
四

（人

一
）
年
の
政
変
に
よ

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
院
内
閣
制
の
憲

法
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
立
憲
君
主

制
の
憲
法
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
日
本
に
期
待
し
て
い
た
東
洋
の

イ
ギ
リ
ス
が
遠
退
き
、
イ
ギ
リ
ス
方

式
の
教
育
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
の
影

警
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
の
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
多

数
の
人
材
を
育
成
し
た
ダ
イ
ア
ー
は

再
度
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
き
お
　
よ
し
お

１
９
４
２
年
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年

東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。

名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授

な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

２
０
０
２
、

０３
年
総
務
省
総
務
審
議

官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現

実
、
メ
デ
ィ
ァ
政
策
な
ど
を
研
究
。
全

国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、

白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸

内
海
塾
な
ど
を
主
宰
し
、
地
域
の
有

志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画

に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に

『日
本

百
年
の
転
換
戦
略
』
（講
談
社
）
、
『縮

小
文
明
の
展
望
』
（東
京
大
学
出
版

会
）
、
「地
球
共
生
』
（講
談
社
）
、
『地

球
の
救
い
方
』
、
『水
の
話
』
（遊
行
社
）
、

『１
０
０
年
先
を
読
む
』
（モ
ラ
ロ
ジ

ー
研
究
所
）、
『先
住
民
族
の
叡
智
』
（遊

行
社
）、
『誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本

当
は
恐
い
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
サ
イ
バ

ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（ア
ス
コ
ム
）、

『日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い

た
め
の
戦
略
』
（致
知
出
版
社
）
な
ど
。

最
新
刊
は

『航
海
物
語
』
（遊
行
社
）。

彙 タ
洋 て
参 ′'

魃姦
魏
籍
慧̀
麦1

随
縁
つ
りヽ
つ
りヽ
赫
銀
訳

範
孤

４観
編
不
（宗
教
学
者

相
愛
大
学
教
授

如
来
寺
住
織
）
著

お り 他 ん 彰 宗
文
豪
に
学
ぶ

手
紙
の
こ
と
ば
の
選
び
か
た
　
中
川
越
著

四
六
判

・
並
製

・
２
１
６
ペ
ー
ジ

　

定
価
１
４
０
０
円

（税
別
）

〓
魔
簿
み
た
ぐ
な
る
手
雛
こ
■
が
―‐‐
〓
ぎ
■
ｔ
ｔ
ぐ
よ
い
手
籠
・

決
ま
り
ご
と
は
大
事
だ
け
れ
ど
、
か
の
文
豪
た
ち
だ

っ
て
い
つ
も
格
式
ば

っ
た
手
紙
ば
か
り
を
書
い
て
い
た

・

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
事
な
の
は

「
キ
モ
チ
」
を

．
　

伝
え
る
こ
と
。
是
非
と
も
本
書
に
収
録
し
た
漱
石
や
鴎

外
、
芥
川
や
太
宰
た
ち
の
珠
玉
の
手
紙
の
こ
と
ば
か
ら

「
気
持
ち
を
伝
え
る
極
意
」
を
学
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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